
JP 2010-507477 A5 2010.11.11

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成22年11月11日(2010.11.11)

【公表番号】特表2010-507477(P2010-507477A)
【公表日】平成22年3月11日(2010.3.11)
【年通号数】公開・登録公報2010-010
【出願番号】特願2009-534576(P2009-534576)
【国際特許分類】
   Ｂ０５Ｄ   1/36     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   5/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０５Ｄ   1/36    　　　Ａ
   Ｂ０５Ｄ   5/06    　　　Ｇ
   Ｃ０９Ｄ 175/04    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 201/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月16日(2010.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１）ベースコート層を、ＥＤＣプライマーを備えた基材に１０～３５μｍの範囲の全体
プロセス膜厚で塗布する工程と、
　２）クリアコート層を前記ベースコート層上へ塗布する工程と、
　３）前記ベースコート層および前記クリアコート層を一緒に硬化させる工程と
の連続工程を含む、Ａ’色合いの多層コーティングの製造方法であって、
　前記ベースコート層が第１層におよび第２層に塗布され、前記第１層が未修正水性ベー
スコートＡＢを、顔料を含まない混合剤成分と混合することによって製造された修正水性
ベースコート修正ＡＢを含み、そして前記第２層が色合いＡ’を有する未修正水性ベース
コートＡを含み、
　前記未修正水性ベースコートＡＢが、１００ｐｂｖの前記未修正水性ベースコートＡと
、色合いＢ’を有する１～１５０ｐｂｖの未修正水性ベースコートＢとの混合物であり、
　前記顔料を含まない混合剤成分が、顔料を含まない混合剤成分Ｉおよび顔料を含まない
混合剤成分ＩＩからなる群から選択され、ここで前記混合剤成分Ｉは１種もしくはそれ以
上のバインダーＣを含み、そして０．１～１部のバインダーＣ：１部の前記未修正水性ベ
ースコートＡＢの樹脂固形分の重量比で前記未修正水性ベースコートＡＢへ混ぜ込まれ、
かつここで、前記混合剤成分ＩＩは１種もしくはそれ以上のポリイソシアネートを含み、
そして０．２～１部のポリイソシアネート：１部の前記未修正水性ベースコートＡＢの樹
脂固形分の重量比で前記未修正水性ベースコートＡＢへ混ぜ込まれ、そして
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　前記未修正水性ベースコートＢの顔料コンテントがＵＶ透過率を効果的に下げる少なく
とも１種の顔料を含み、かつここで、前記顔料コンテントは、ＵＶ光が２８０～３８０ｎ
ｍの波長範囲で０．１％未満の、３８０～４００ｎｍの波長範囲で０．５％未満の、およ
び４００～４５０ｎｍの波長範囲で１％未満のＵＶ透過率に従ってのみ修正水性ベースコ
ート修正ＡＢおよび未修正水性ベースコートＡから形成された前記ベースコート層を透過
することができるようにされる方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　実施例１からのブラック水性ベースコートを用いて製造したコーティング構造３ｂ＋３
ａは、２８０～３８０ｎｍの波長範囲で０．１％未満にすぎない、３８０～４００ｎｍの
波長範囲で０．５％未満の、および４００～４５０ｎｍの波長範囲で１％未満のＵＶ透過
率を可能にした。実施例１からのブラック水性ベースコートを用いずに製造したコーティ
ング構造３ｃ＋３ａは、３８０～４００ｎｍの波長範囲で、および４００～４５０ｎｍの
波長範囲で当該ＵＶ透過率制限を超えた。
　次に、本発明の態様を示す。
1.　１）ベースコート層を、ＥＤＣプライマーを備えた基材に１０～３５μｍの範囲の全
体プロセス膜厚で塗布する工程と、
　２）クリアコート層を前記ベースコート層上へ塗布する工程と、
　３）前記ベースコート層および前記クリアコート層を一緒に硬化させる工程と
の連続工程を含む、Ａ’色合いの多層コーティングの製造方法であって、
　前記ベースコート層が第１層におよび第２層に塗布され、前記第１層が未修正水性ベー
スコートＡＢを、顔料を含まない混合剤成分と混合することによって製造された修正水性
ベースコート修正ＡＢを含み、そして前記第２層が色合いＡ’を有する未修正水性ベース
コートＡを含み、
　前記未修正水性ベースコートＡＢが、１００ｐｂｖの前記未修正水性ベースコートＡと
、色合いＢ’を有する１～１５０ｐｂｖの未修正水性ベースコートＢとの混合物であり、
　前記顔料を含まない混合剤成分が、顔料を含まない混合剤成分Ｉおよび顔料を含まない
混合剤成分ＩＩからなる群から選択され、ここで前記混合剤成分Ｉは１種もしくはそれ以
上のバインダーＣを含み、そして０．１～１部のバインダーＣ：１部の前記未修正水性ベ
ースコートＡＢの樹脂固形分の重量比で前記未修正水性ベースコートＡＢへ混ぜ込まれ、
かつここで、前記混合剤成分ＩＩは１種もしくはそれ以上のポリイソシアネートを含み、
そして０．２～１部のポリイソシアネート：１部の前記未修正水性ベースコートＡＢの樹
脂固形分の重量比で前記未修正水性ベースコートＡＢへ混ぜ込まれ、そして
　前記未修正水性ベースコートＢの顔料コンテントがＵＶ透過率を効果的に下げる少なく
とも１種の顔料を含み、かつここで、前記顔料コンテントは、ＵＶ光が２８０～３８０ｎ
ｍの波長範囲で０．１％未満の、３８０～４００ｎｍの波長範囲で０．５％未満の、およ
び４００～４５０ｎｍの波長範囲で１％未満のＵＶ透過率に従ってのみ修正水性ベースコ
ート修正ＡＢおよび未修正水性ベースコートＡから形成された前記ベースコート層を透過
することができるようにされる方法。
2.　前記未修正水性ベースコートＡＢが、１００ｐｂｖの前記未修正水性ベースコートＡ
と、１～５０ｐｂｖの色合いＢ’を有する未修正水性ベースコートＢとの混合物である上
記１に記載の方法。
3.　前記修正水性ベースコート修正ＡＢの第１ベースコート層の個別プロセス膜厚が５～
２５μｍの範囲にあり、そして前記未修正水性ベースコートＡの第２ベースコート層の個
別プロセス膜厚が３～２０μｍの範囲にある、上記１または２に記載の方法。
4.　前記未修正水性ベースコートＢがソリッドカラー色合いを有する、上記１～３のいず
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れか一項に記載の方法。
5.　前記未修正水性ベースコートＡがソリッドカラー色合いを有する、上記４に記載の方
法。
6.　（ｉ）前記未修正水性ベースコートＡとＢとが先ず混合され、そして得られた未修正
水性ベースコートＡＢが次に前記顔料を含まない混合剤成分ＩもしくはＩＩと混合される
か、または（ｉｉ）前記未修正水性ベースコートＡと前記顔料を含まない混合剤成分Ｉも
しくはＩＩとが先ず混合され、そして得られた混合物が次に前記未修正水性ベースコート
Ｂと混合されるか、または（ｉｉｉ）前記未修正水性ベースコートＢと前記顔料を含まな
い混合剤成分ＩもしくはＩＩとが先ず混合され、そして得られた混合物が次に前記未修正
水性ベースコートＡと混合されるか、または（ｉｖ）前記未修正水性ベースコートＡおよ
びＢと前記顔料を含まない混合剤成分ＩもしくはＩＩとが同時に混合される、上記１～５
のいずれか一項に記載の方法。
7.　工業コーティング施設で行われる上記１～６のいずれか一項に記載の方法。
8.　さらに、基材ＢにＢ’色合いの多層コーティングが提供され、その際、前記未修正水
性ベースコートＡおよびＢが一緒に、多層コートされる前記基材のために選択された色合
いプログラムを表す上記７に記載の方法。
9.　前記修正水性ベースコート修正ＡＢが静電気支援の高速回転霧化によって塗布され、
そして前記未修正ベースコートＡが空気圧でスプレー塗布される、上記１～８のいずれか
一項に記載の方法。
10.　前記基材が自動車車体および自動車車体部品からなる群から選択される、上記１～
９のいずれか一項に記載の方法。
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